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建設工事に係る「変動型最低制限価格」の試行について 

 

 

弘前市では、平成２８年４月１日以降に公告をする建設工事の条件付き一般競争入札に

ついて、「変動型最低制限価格」を試行導入します。 

 

（１）対象となる建設工事 

   平成２８年４月１日以降に公告をする建設工事の条件付き一般競争入札を原則、

対象とします。 

   対象となる案件には、公告において、変動型最低制限価格を設定することを明記

します。 

 

（２）「変動型最低制限価格」とは 

   設計価格を基に算定した「最低制限基準額（従前の最低制限価格）」に、入札会場

でのくじにより決定する「変動係数」を乗じたもの。 

 

  最低制限価格＝最低制限基準額（従前の最低制限価格）×変動係数（0.995～1.005） 

  ※変動係数を乗じた価格に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨て。 

 

（３）用語の定義 

  ①最低制限基準額 

   直接工事費、共通仮設費、現場管理費、一般管理費を基に積算する算出の基礎と

なる価格です。（従前の最低制限価格。） 

  ②変動係数 

   入札会場で、立会人がくじを引いて決定する数値です。 

「０．９９５」から「１．００５」までの範囲を０．０００５刻みで変動させる

数値（２１通り）となっています。 

くじ番号 変動係数 くじ番号 変動係数 くじ番号 変動係数 

１ ０．９９５０ 

１１ １．００００ 

１２ １．０００５ 

２ ０．９９５５ １３ １．００１０ 

３ ０．９９６０ １４ １．００１５ 

４ ０．９９６５ １５ １．００２０ 

５ ０．９９７０ １６ １．００２５ 

６ ０．９９７５ １７ １．００３０ 

７ ０．９９８０ １８ １．００３５ 

８ ０．９９８５ １９ １．００４０ 

９ ０．９９９０ ２０ １．００４５ 

１０ ０．９９９５ ２１ １．００５０ 

 

以 上 
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